2014年度　化学Ⅰ－第2問－問6

【問題】
　図2に示すように，ダニエル電池を0.50Aで193秒間放電させた。銅電極の質量変化に関する記述として最も適当なものを，下の①～⑥のうちから一つ選べ。ただし，ファラデー定数は9.65×104C/molとする。
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①　0.064g減少する。

②　0.032g減少する。

③　0.016g減少する。
④　0.016g増加する。

⑤　0.032g増加する。

⑥　0.064g増加する。

【正解】

⑤　0.032g増加する。
【解説】

　ダニエル電池の基本的な問題です。
　電池や電気分解の計算問題では，流れた電子e－の物質量〔mol〕が中心になります。問題を解く過程は以下の通りです。
１．電流〔A〕と通電時間〔秒〕から，流れた電気量〔C〕を求める。

２．流れた電気量〔C〕とファラデー定数〔C/mol〕から，流れた電子e－の物質量〔mol〕を求める。
３．銅電極での化学反応式を書き，係数比から，反応した銅Cuの物質量〔mol〕を求める。

４．銅Cuの物質量〔mol〕と原子量から，変化した質量〔g〕を求める。

　実際の数値を当てはめて，次のように求めることができます。
１．0.5A×193秒＝96.5C

２．
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３．Cu2＋　＋　２e－　→　Cu　より，流れた電子e－の
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倍の物質量〔mol〕の銅Cuが析出する。
0.0010mol×
[image: image4.wmf]2

1

＝0.00050mol
４．0.00050mol×64g/mol＝0.032g
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必要があれば，原子量および定数は次の値を使うこと。
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